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は　じ　め　に
　インターネットは新しいコミュニケーション
ツールとして，また，情報収集ツールとして広く
浸透している．インターネットに接続できるデバ
イスはパーソナルコンピューターのみならず，ス
マートフォンやタブレット，テレビや携帯型ゲー
ムなど，さまざまである．本邦においては，内閣
府による青少年のインターネット利用に関する実
態調査19）が2010年から行われている．同調査によ
ると，青少年のスマートフォン所持率は2010年の
統計開始以降増加し続けており，2017年には小学
生の 29.9％，中学生の 58.1％，高校生にいたって
は 95.9％となっている．また，何らかの機器を用
いたインターネットの利用率は，小学生で
65.4％，中学生で 85.2％，高校生で 97.1％であっ
た．このうち，スマートフォンにおけるインター
ネット利用率が高校生においては 94.1％と非常に
高かったが，中学生は 54.6％，小学生は 23.0％で

あった．小中学生でインターネットを利用するデ
バイスとしては，携帯型ゲームが小学生では
27.9％，中学生では 26.5％であり，タブレットが
小学生では 30.8％，中学生では 30.9％である．小
学生においては携帯型ゲームやタブレットはス
マートフォンよりも利用率が高い．このようにイ
ンターネットはさまざまな機器で利用できるよう
になり，われわれの生活においても非常に身近な
ものとなっている．その一方，インターネットの
使用を予定された時間ではやめられなかったり，
いつもインターネットのことを考えてしまったり
することで，生活上の問題をきたすインターネッ
ト依存（Internet addiction）が社会的問題になっ
ている．
　インターネット依存について，本邦および海外
の先行研究を踏まえ，精神医療における診断およ
び現状について，本稿にて整理することを試みる．
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Ⅰ．インターネット依存の診断について
　精神科における臨床でよく使用される診断基準
として，ICD（国際疾病分類）や DSM（精神疾患
の診断・統計マニュアル）があるが，いずれにお
いてもインターネット依存に関する記載はなく，
いまだ診断は確立されていない．さまざまな文献
を参照すると，インターネット依存症（Internet 
addiction disorder：IAD）という診断名が多く使
われているが，問題のあるインターネット使用
（problematic Internet use：PIU），強迫的イン
ターネット使用（compulsive Internet use：
CIU），インターネット過剰使用（Internet over-
use），インターネットゲーム障害（Internet gam-
ing disorder：IGD）など，インターネット依存に
関してさまざまな呼称がある39）．これらの共通点
として，インターネットの過剰使用，離脱症状，
耐性，悪影響といった 4つの構成要素があるとさ
れる24）．本稿では以下，IADの呼称を使うことと
する．IADに関する診断は確立していないが，イ
ンターネットゲーム障害に関しては診断に関する
基準案が提案されている．2013年にアメリカ精神
医学会から発刊された DSM‒5（Diagnostic and 
Statistical Manual of Mental Disorders，Fifth 
Edition）において，「今後の研究のための病態」の
1つとして新たに基準案が収載された2）．その内
容は，①インターネットゲームへのとらわれ，②
インターネットゲームが取り去られた際の離脱症
状，③耐性，費やす時間が増大していくことの必
要性を感じる，④制御する試みの不成功，⑤過去
の趣味や娯楽への興味の喪失，⑥心理社会的な問
題を知っていても，ゲームをし続ける，⑦家族，
治療者や他者へゲーム使用に関する嘘をつく，⑧
否定的な気分を避ける，和らげるために使用す
る，⑨大事な交友関係，仕事，教育や雇用の機会
を危うくした，以上 9つのうち，5つ以上が 12ヵ
月の期間内のどこかで起こることによって示され
るとされている．さらに，2018年 6月 18日に世
界保健機関（World Health Organization：WHO）
から公表された国際疾病分類の第 11回改訂版
（International Classification of Diseases 11th 

Revision：ICD‒11）においては，ゲーム障害が収
載されている31）．その定義は，①ゲームのコント
ロールができない，②ゲームが他の興味や活動よ
りも優先される，③ゲームにより悪い問題を引き
起こしているのに，続ける，よりエスカレートし
てしまう，といった 3項目が挙げられ，ゲームに
よる行動が本人および家族や社会，教育，職業な
どの重要な領域における問題を引き起こしてい
る，とされている．これらの症状が 12ヵ月以上に
わたり明らかな場合にゲーム障害と診断されると
あるが，重度である場合はこれより短い期間でも
診断可能であるとされている．一方，ICD‒11の
ゲーム障害に対する批判的意見もある．Aarseth, 
E.らは，ゲーム障害に関していまだ研究の質が低
いこと，物質使用と賭博の診断基準に影響されて
いること，症候学とアセスメントにおけるコンセ
ンサスが欠如していることを挙げ，子どもたちへ
の悪影響を起こすため，ICD‒11からゲーム障害
の診断名を削除すべきだと論じている1）．しかし，
本邦におけるゲーム障害や IADは，2002年にコ
ンピュータ教育推進センターが報告した「情報化
が子どもに与える影響（ネット使用傾向を中心と
して）に関する調査報告書」から現在まで，多数
報告されてきた11）．研究においても多方面から
IADについてアプローチされている．本稿ではイ
ンターネット依存の基盤となる調査・研究に関し
て報告する．

Ⅱ．IADの国内外の疫学調査
　IADの調査研究は現在のところ，前述した診断
基準が用いられることよりも，過剰使用の状態を
把握するために自己記入式質問紙が使われること
が多い．依存であるかどうかという判断を，それ
ぞれの質問紙におけるカットオフ値を使い，IAD
の可能性について検討できる形になっている．代
表的なものに，Young, K. S. が作成した診断質問
票（Diagnostic Questionnaire：DQ）と，インター
ネット依存度テスト（Internet Addiction Test：
IAT）がある37,38）．なかでも IATはよく使われて
いるが，日本語版 IATに関しては未成年を対象に
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信頼性と妥当性を検討した報告はまだない．他に
は，韓国で作られた自己記入式質問紙であるイン
ターネット依存自己評価スケール（Korean Scale 
for Internet Addiction：K‒スケール）が日本の高
校生を対象に検討され，有効性と信頼性が検証さ
れている14）．依存的インターネット使用スケール
（Compulsive Internet Use Scale：CIUS）も世界
的に使用されている自己評価スケールであり，日
本語版の信頼性も検証されている16,36）．このうち，
著者は IATを臨床にて使用している．IATは 20
項目からなる自己記入式質問紙であり，それぞれ
「まったくない（1点）」から「いつもある（5点）」
を選択して合計 20～100点までの間に配点され，
得点が高いほど依存傾向が強くなる．Youngの原
版は総得点により 3つのタイプに分けており，70
点以上を最もインターネットを問題使用している
とする「addicted」，40～69 点を「possibly‒
addicted」，39点以下は平均的なインターネット
使用者と考え「non‒addicted」としている．また，
最近の研究では 50点以上をインターネットの問
題使用群とし，IADを 2群に分ける手法も使われ
ている8）．
　本邦における IADの疫学調査について，英文誌
に報告されたものを表 1に列挙した．対象者とし
て，学生対象の研究のうち，中学生に対して行っ

た研究は厚生労働省研究班による 10万人から回
答を得た大規模研究17,18）と，われわれの報告5）が
ある．使っている質問紙は異なるが，前者の研究
によって IADの中高生が全国で 51万人以上に上
ると推計されており，IADが世間に周知された
きっかけともなったと考えられる．後者は中学生
のみを対象とした研究であるが，中学生において
も問題を自覚している生徒は少なくないことがわ
かった．大学生を対象に行った研究は複数あり，
結果はさまざまであるが，高得点群は少なくない
ことがわかる4,9,26）．一方，一般集団における成人
を対象とした疫学調査は少なく，現在までに 1報
のみである．この調査研究は学校の教職員を対象
に行い，IATが 40点を超えていたのは 5％弱であ
り，その大部分が30歳以下であったと報告してい
る28）．これらの研究から，IADの危険性が高いの
は若年層であり，なおかつ学生であることが推測
できる．以上の研究の対象者は学校や職場で募ら
れているが，精神科通院患者を対象とした研究も
あり，成人においても精神疾患がある場合は IAD
のリスクが高いことが示されている3）．また，中
学生では発達障害と関連し，注意欠如・多動性障
害（attention‒deficit/hyperactivity disorder：
ADHD）のみならず，自閉スペクトラム症（autism 
spectrum disorder：ASD）も IADのリスクに関

表 1　本邦における先行研究

著者 調査年 対象 対象数 平均年齢 依存群
（IAT≧40）

Mihara, et al.17），
　Morioka, et al.18）

2012 中学生と高校生 100,050 15.5 7.9％
（DQ≧5）

Kawabe, et al.5） 2014 中学生     853 13.6±0.9 23.7％
Hirao4） 2013 大学生     165 20.07±1.27 15.0％

（IAT＞53）
Tateno, et al.26） 2014 大学生     403 18.4±1.2 63.3％
Kitazawa, et al.9） 2015 大学生   1,258 19.3±1.1 38.2％
Tumura, et al.28） 2015 教職員   3,211 記載なし 4.85％
de Vries, et al.3） 2016 精神科通院患者     231  35.9±11.9

（IAT≧40群）
21.6％

So, et al.23） 2016 精神科通院患者
（ASD, ADHD）

    132 12～15歳 58.3％
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連することが示されている23）．
　これに対して，海外における疫学調査はより以
前から行われており，2000年代中頃よりアジア，
ヨーロッパを中心に報告は増え始めている．ただ
し，インターネット利用のためのデバイスが増加
傾向にあることから，より新しい研究について調
べることが必要と考え，2016年以降の報告を次に
まとめた．なお，IADのリスクは若年層にあるこ
とから，若年層を対象とした報告にしぼった．
ヨーロッパからの報告では，ギリシャにおいて
12～18歳の学生 5,590人に対し，IATを使用して
50点以上を依存群として調査したところ，10.1％
が依存群であった27）．イタリアでは，14～19歳の
学生 2,022人を対象に IATを使い調査したとこ
ろ，12.1％が 50点以上であったと報告がある29）．
ヨーロッパからアジアにまたがるトルコでは，
12～17歳の学生 468人を対象に，IATを使用して
40点以上を依存群として調査したところ，17.8％
であったと報告されている22）．ヨルダンでは，
12～18歳の学生 716人を対象に IATにて調査し
たところ，6.3％が 50点以上であったと報告され
ている15）．アジアでは，中国の 5都市において
14～24歳の学生 10,158人を対象に IATを使用し
50点以上を依存症として調査したところ，10.4％
であった報告32）や，広州において10～18歳の学生
6,468人を対象に IATを使用した調査で，26.5％
であった報告33）がある．香港においては，12～16
歳の学生 9,518人を対象に，26‒item Chinese 
Internet Addiction Scale（CIAS）を使い 63点を
カットオフ値とし調査したところ，16.0％が依存
群であり30），台湾においては平均年齢 15.8歳の高
校生 2,170人を対象に CIASを使い，17.4％が依存
群であり13），韓国では 13～18歳の青少年 1,168人
を対象に IATを使い，21.6％が依存群であったと
報告している12）．著者らが行った IATを用いた調
査では，40点以上は 23.7％であったが，他の先行
研究と同様，IATが 50点以上を依存群と仮定し
た場合は，11.8％が依存群となる5）．この数字は，
他の世界各国の先行研究とほぼ同等である．この
ように，IADとみなされる状態にある学生は日本

および世界各国で一定数存在することが明らかに
なっている．

Ⅲ．青少年における IADの影響
　さまざまな調査から，IADに陥りやすい年代は
10代の学生であることが推察でき，このような思
春期の年代では，親との関係を主とした家庭背景
因子が影響している可能性がある．思春期におい
ては，両親からの愛情が乏しいという，親からの
直接因子が子どもの IADに影響し34），良好な親子
関係は IADとの負の相関があるほか，両親が不和
であるということが子どもの IADと関連がある
という報告35）もあり，親が子どもに与える影響の
強さは計り知れない．子どもを取り巻く大人たち
がスマートフォンを片時も離せない，子どもと話
すときもスマートフォンの画面越しに話すといっ
た依存傾向があり，子どもとの対話時間が減って
いるのも 1つの問題であると思われる．IADは学
生に多いことからも，学校生活における影響に関
する報告が多い．インターネットによる時間の浪
費は友人関係や学業への影響があり21），睡眠障害
を引き起こし，不登校やひきこもりなどの社会的
問題まで及ぼすことが懸念されている25）．また，
オンラインゲームへの依存が，学校でのいじめや
身体的・心理的暴力などの問題行動のリスクにな
ることが，韓国の小中学生を対象とした研究で報
告されている7）．インターネットの使用が過度に
なることで外に出かける必要性が減ると，運動不
足や食生活の偏りが起きるため，体重増加など身
体的健康への影響が懸念されるところである．身
体的健康への影響のみならず，精神障害の合併も
留意する必要があり，薬物使用，うつ病，社交不
安症など，さまざまな精神疾患が IADのリスクに
挙げられている10）．このように，実態調査のみな
らず IADによるさまざまな影響に関する報告が
蓄積され続けている．

Ⅳ．著者らによる IADと 
精神的健康の調査

　地域での IADの有病率を把握し，精神的健康お
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よび睡眠習慣への影響を調べることを目的にわれ
われが行った調査研究を紹介する5,6）．本研究の対
象者は愛媛県伊予郡松前町（2015年度の総人口は
31,044人）の，すべての公立中学校 3校に在籍す
る全生徒 874人であった．対象者に IATと日本語
版精神健康調査質問紙短縮版 30項目（General 
Health Questionnaire：GHQ）に加え，児童青年
期睡眠チェックリスト（Child and Adolescent 
Sleep Checklist：CASC）20），電子機器の使用状況
についての構造化されたアンケートへ無記名での
回答を依頼した．研究の実施について，書面での
説明文書を作り，生徒に対してはそれぞれの学校
教師から配布と説明を依頼し，保護者に対しては
各家庭に説明文書を郵送した．調査完了した生徒
は 853人（男子 425人，女子 428人）であった（回
答率 97.6％）．本研究は愛媛大学医学部倫理委員
会の承認を得て実施している．
　IATの平均総得点は 32.4±13.6（男子 31.4±
13.2，女子 33.3±13.9）であった．IATの重症度分
類では，addictedが2.0％（男子2.1％，女子1.9％），
possibly‒addictedが 21.7％（男子 19.8％，女子
23.6％），non‒addictedが 76.3％（男子 78.1％，女
子 74.5％）であった．GHQの平均総得点は，
addictedが 12.9±7.4，possibly‒addictedが 8.8±
6.0，non‒addictedが 4.3±4.6であり，3群間で有
意差を認めた．多重比較を行ったところ，
addicted，possibly‒addictedの 2群はそれぞれ

non‒addictedと比較し有意に得点が高かった．
IADの要因となる電子機器について調べた結果
では，多重回帰分析の結果，スマートフォンが
IADの要因として重要な因子であることが明ら
かとなった（表 2）．CASCの質問では，「自分の
睡眠は十分ですか？」という項目から得られる自
覚的な睡眠への満足度とインターネット依存度に
よる 3群比較において，possibly‒addictedがnon‒
addictedと比較して有意に「十分」　「ほぼ十分」と
答えている割合が少なく，また，「不十分」　「やや
不十分」と答えている割合が多く，possibly‒
addictedに自覚的な睡眠への満足度の問題をより
多く認めた．そして，addictedは possibly‒
addictedと比較して有意に「ほぼ十分」と答えて
いる割合が少なく，また，「不十分」と答えている
割合が多く，addictedはpossibly‒addictedよりも
自覚的な睡眠への満足度の問題を認めた（図）．こ
れらより，IADの重症度と精神的健康および睡眠
習慣が関連している可能性があること，スマート
フォンの利用者の拡大は IADに強く影響してい
る可能性が示された．身体的・精神的健康を保つ
ためにも IADを予防する必要がある．

お　わ　り　に
　冒頭で述べた通り，本稿では IADについて，国
内外におけるこれまでの報告および研究の累積に
より，診断および現状についていくらか整理でき

表 2　IADの要因となる電子機器

電子機器 総人数
IAD 単回帰 多重回帰

人数 ％ オッズ比 95％CI オッズ比 95％CI

テレビ 743 176 23.7 0.94　　 0.58～1.54 ― ―
ラジオ 376 100 26.6 1.30　　 0.94～1.80 ― ―
携帯電話 211  63 29.9 1.55＊　 1.09～2.20 1.42　　 0.99～2.05
スマートフォン 354 105 29.7 1.72＊＊ 1.25～2.37 1.72＊＊ 1.23～2.40
パソコン 575 149 25.9 1.45＊　 1.01～2.07 ― ―
タブレット 346  96 27.7 1.37　　 0.99～1.89 ― ―
ゲーム 615 158 25.7 1.52＊　 1.02～2.24 1.42　　 0.95～2.13
携帯型ゲーム 689 173 25.1 1.48　　 0.94～2.32 ― ―

CI：信頼区間．＊P＜0.05，＊＊P＜0.01
（文献 5より引用）
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たのではないかと考える．国外からの報告が多い
が，国内においても少しずつ研究報告が増えてい
る．
　IADは現代社会において誰もが罹患するリス
クはあるが，なかでも青少年および学生において
影響が強く，生活習慣はもちろん，精神障害との
関連があることも示した．これらの情報からは，
インターネットやゲーム，スマートフォンの適正
使用に関して，再度見直しが必要である．IADへ
の対応は，依存の程度を把握するとともに，本人
の生活への影響および精神状態の把握は当然必要
となるが，介入に関しては今後検討すべき重要な
課題であると思われる．介入方法，効果に関する
知見は今後の研究蓄積が期待される．

　なお，本論文に関連して開示すべき利益相反はない．
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Internet Addiction and its Relationship with Psychological  
and Social Problems in Adolescents
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　　The Internet is now an essential tool that is used on a daily basis. Devices that can con-
nect to the Internet are not limited to personal computers, and include numerous devices such 
as smartphones, tablets, televisions and portable game consoles. However, Internet addiction 
has become a serious social problem that is difficult to control and significantly impairs social 
life. Gaming disorder is listed in the ICD‒11 published by the World Health Organization
（WHO）in June 2018, and several reports about internet addiction and gaming disorder have 
been published. In this article, we evaluated the current status of Internet addiction in psychia-
try based on previous reports.
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